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（続紙 １） 
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“異”なるものをめぐる心理臨床学的探究 

 

 
（論文内容の要旨） 
 

本論文は，“異”なるものという新たな概念を提示し，心理臨床の場において生じ

る体験を捉えるための新たな視座を示そうとするものである。“異”なるものの体験

とは，我々にとって意味が付与される以前の体験であり，“何だったのだろう”と問

い続け，体験者のアイデンティティに深く関わるような強い体験である。このような

体験について，心理臨床の研究ではこれまで、異人や異界の体験として論じられてき

た。本論文では，先行研究で論じられていることを基礎付けるような，より包括的な

ものとして“異”なるものという概念を論じ、それを心理臨床独自の概念として位置

づけることを目指している。 

 まず、序章「他者と異者」では，“異”なるものの性質を捉えるため，他者と異者

を比較検討し、その差異から“異”なるものに迫っている。他者は，触れることが不

可能な、一神教の神に代表されるトーラス型の構造を持つ一方，異者は，境界の曖昧

なメビウス縫合型の構造として表される。異者との出会いは我々のアイデンティティ

を揺るがし，恐怖や怪異の体験であると同時に、豊穣性をもたらす体験でもあること

が述べられた。 

 第１章「“異”なるものの体験」では，質問紙による計量的調査と面接調査を行っ

た結果について報告されている。“異”なるものの体験とは，恐怖や畏縮をもたらす

体験であると同時に，安心感や生命性をもつといった両義性が、実証的に示された。

また“異”なるものの体験とは，我々の存在がより大きな視点によって支えられ，位

置づけられるようなものだと考察された。 

 第2章「“異”なるもの―『私』」では，図式的投影法を用いることによって、

『私』というまとまりが揺るがされる体験を喚起させ，それに対し，我々はどのよう

に立ち振舞うのかということを明らかにしている。 

 第3章「“異”なるもの―『病い』」では，病いのもつ他者性と同一性という性質

が，我々を超越へと導くものであるということが示された。このテーマに関連した事

例検討では，クライエントが「命を懸けて部屋を飛び出した」という夢をみた体験を

もとに，「私である」ということを明け渡したまさにそのときに，超越を成し遂げ，

変容への道へ至ったと考えられるのではないかという議論が展開された。 

 第4章「“異”なるもの―『身体』」では，身体を，我々と世界との界面に生じて

くる体験として取り上げることで，心身二元論的に捉えられる身体から抜け出すこと
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を試みた。これに関連した事例検討では、クライエントに立ち現れる身体の様相の変

化が示され、世界とクライエントとの接触により生じてくる感覚を積み重ねること

で，新たな〈わたし〉が作り上げられていったことが考察された。 

 第5章「“異”なるもの―『異界』」では，クライエントにとって異界の体験と考

えられた被災体験をめぐる変容について検討し，異界とは世界体験の亀裂に生じてく

るものであり，その亀裂をめぐって語られるものが異界の体験として表象されるもの

だと考察された。 

 第6章「“異”なるもの―『創造』」では，『創造』という体験から“異”なるも

のについて迫っていった。創造とは「わたし」の境界を消失させ，新たなモノを取り

込みながら浮かび上がってくる運動体としての〈わたし〉の生成を引き起こすものと

して考えられた。 

 最後に、終章「死と生成と境界」では，“異”なるものの体験とは，①不意に訪れ

る出来事に，否応なしに関係を迫られる，②「わたし」や今生きている世界に大きな

揺らぎを生じさせる，③訪れる出来事，あるいはあちら側の世界に主体を委ね，こち

らに生きていた「わたし」が一度消失する，④それによって，より大きな世界の地平

の中に生きる，新たな〈わたし〉が生成される、という運動体として総括された。そ

して，“異”なるものとの出会いが，自我が中心としてある「わたし」を消失させ，

そこに生じる境界という界面に〈わたし〉が立ち現れ、その境界こそが中心となると

いう新たな視点が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 注)論文内容の要旨と論文審査の結果の要旨は１頁を３８字×３６行で作成し、合わ

せ 
て、３,０００字を標準とすること。 
論文内容の要旨を英語で記入するときは、４００～１,１００wordsで作成し審査結 

の要旨は日本語５００～２,０００字程度で作成すること。 
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（続紙 ３ ） 

 
（論文審査の結果の要旨） 
 

本論文は，「“異”なるもの」という新たな概念を提示し，心理臨床の場におい

て生じる体験を捉えるための新たな視座を示そうとするものである。「“異”なる

もの」の体験とは，我々にとって意味に裂け目をもたらす体験であり，“何だった

のだろう”と問い続け，体験者のアイデンティティに揺らぎをもたらす強い体験で

ある。このような体験について，心理臨床の研究ではこれまで、異人や異界の体験

としてすでに論じられてきた。しかし、本論文では，先行研究で論じられてきたこ

とを基礎付けるような，より包括的なものとして「“異”なるもの」という概念を

提示し、それを心理臨床独自の概念として位置づけることを目指したものである。 

心理臨床においては、こうした「“異”なるもの」と関わらざるをえず、その意

味で、この「“異”なるもの」に迫ろうとする本論文は、きわめて臨床心理学的で

あると評価されよう。 

 著者はまず、序章「他者と異者」において，「“異”なるもの」の性質を捉える

ため，他者との比較検討からその本質に迫っている。到達不可能なトーラス構造の

他者と対照して、境界の曖昧なメビウス縫合型の構造をもつ異者の特徴が明らかに

された。そして、異者との出会いは我々のアイデンティティを揺るがし，恐怖や怪

異の体験であると同時に、豊穣性をもたらす体験でもあることが述べられている。

本論文の問題意識において、いわゆる「他者論」ではなく「“異”なるもの」とい

う概念を持ち込んだことが高く評価された。 

 第１章「“異”なるものの体験」では，質問紙による計量的調査と面接調査の結

果について報告され、「“異”なるもの」の体験が、恐怖や畏縮をもたらす体験で

あると同時に，安心感や生命性をもつといった両義性が、実証的に示された。 

その後の第2章から第6章においては、「“異”なるもの」が立ち現われてくる様

々な状況をとりあげて論じている。第2章は、「“異”なるもの―『私』」、第3章

「“異”なるもの―『病い』」、第4章「“異”なるもの―『身体』」、第5章「“

異”なるもの―『異界』」、第6章「“異”なるもの―『創造』」である。 

第2章では、図式的投映法という、『私』というまとまりが揺るがされる体験を

喚起させる方法を採用し、第2章から第5章では、事例を取り上げながら、論を深め

ている。さらに、第6章では、芸術家へのインタビューを通じて、創造体験から

「“異”なるもの」に迫ろうとした。このように、本論文のテーマである「“異”

なるもの」というとらえがたいものに対して、さまざまな方法でアプローチした、

その努力と試みは評価されるだろう。こうした試みを通じて、「“異”なるもの」

の諸相が明らかにされた。 
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（続紙 ４ ） 

 最後に、終章「死と生成と境界」では，「“異”なるもの」の体験とは，①不

意に訪れる出来事に，否応なしに関係を迫られる，②「わたし」や今生きている世

界に大きな揺らぎを生じさせる，③訪れる出来事，あるいはあちら側の世界に主体

を委ね，こちらに生きていた「わたし」が一度消失する，④それによって，より大

きな世界の地平の中に生きる，新たな〈わたし〉が生成される、という運動体とし

て総括されている。そして，「“異”なるもの」との出会いが，自我が中心として

ある「わたし」を消失させ，そこに生じる境界という界面に〈わたし〉が立ち現

れ、その境界こそが中心となるという新たな視点が示された。こうした動的な<わ

たし>イメージを、導き出したことが、本論文の成果と言えるだろう。 

 

試問においては、せっかく「他者論」を排して、「“異”なるもの」という新し

い観点を導入しているのに、結局は他者との弁証法の図式を超えきれていないこと

が残念であること、また、『病い』や『身体』においてとりあげられている事例が

はたしてこのテーマを考えるのに適切なものであったのかどうかという点に疑問が

残ること、さらには、提示された結論に対する根拠が明確ではないといった点が指

摘されて議論された。しかしこれらの問題点の指摘は、興味深い成果を生み出した

本研究の分析のさらなる展開と深化を視野に入れたものであり、本研究の価値をい

ささかも下げるものではない。 

 

よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として価値あるものと認める。 

 また平成２５年 ２ 月 ６ 日、論文内容とそれに関連した試問を行った結果、合

格と認めた。 

 
論文内容の要旨及び審査の結果の要旨は、本学学術情報リポジトリに掲載し、公表

とする。特許申請、雑誌掲載等の関係により、学位授与後即日公表することに支障があ
る場合は、以下に公表可能とする日付を記入すること。 

要旨公開可能日：     年   月   日以降  


